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【シンポジウムⅣ】 「地域を幸せにする伴侶動物飼育支援システム 

－伴侶（家庭）動物との暮らしを地域活性へ」 

「高齢ペット飼育者の意識調査」 

西澤 亮治氏 
特定非営利活動法人 動物愛護社会化推進協会 事務局長 
株式会社ペピイ 代表取締役 

 

○冨永 引き続きまして、高齢者の方々はどうお

考えなのでしょうかという疑問に対して、高齢

ペット飼育者の意識調査ということで、特定非

営利活動法人動物愛護社会化推進協会事務局

長で、株式会社ペピイ代表取締役の西澤亮治先

生にお話をいただきたいと思います。 

  西澤先生、よろしくお願いいたします。 

 

○西澤 皆さん、こんにちは。御紹介いただきま

したけれども、今日は、動物愛護推進社会化推

進協会の西澤として発表させていただきます。

よろしくお願いします。[スライド1] 

  冒頭に、冨永理事長と座長の細井戸先生から

お示しいただきましたが、きょうのプログラム

「地域を幸せにする伴侶（動物）飼育支援シス

テム－伴侶動物との暮らしを地域活性化へ」と

いうテーマですが、ここの中核になる高齢者の

ペット飼育支援につながる、そのための高齢ペ

ット飼育者の意識調査の内容を中心にお話し

させていただきたいと思います。[スライド2] 

  簡単に協会の紹介をさせていただきますが、

良い飼い主さんを世の中に増やしていこうと

いう活動を主にやっています。家庭動物の飼育

に関する正しい知識を持ってもらう、そういっ

た方をふやすことで、社会全体をよくしていこ

うという事業を継続しております。[スライド3] 

  直近では、今年５月、東京で「高齢者とペッ

ト、高齢者のペット飼育支援を考える」という

テーマのシンポジウムを開催しましたが、こと

し、2013年の一昨年と都合３回、こういったテ

ーマのシンポジウムを続けて開催しています。

それにあわせて、ペット飼育者の意識調査アン

ケートも何度か実施しまして、その後も、介護

事業者の方ですとか、介護施設また介護にかか

わる方のヒアリングを続けながら、今、私自身

も高齢者の飼育支援についての調査研究を進

めさせてもらっています。[スライド4] 

  ちょうど１年前の７月20日、第３回神戸アニ

マルケア国際会議でも発表する機会をいただ

き「飼い主の今を探る」というテーマで発表さ

せていただきました。そのときのまとめとしま

して、業界の垣根を越えて取り組むべきものと

いうことで、これも冒頭にお話しいただいた、

地域包括ケアシステムの中に、地域の医師会、

介護事業者と獣医師会の連携、獣医師による動

物医療の提供であったり、動物看護師、動物愛

護推進員、ドッグトレーナーという、そういっ

た家庭動物専門の職種の方が、この中に入って

いくのは、一番、今は望ましいのではないかと

いう提案をさせていただきました。この１年間

で、これをより深める形での発表にできればと

思っています。[スライド5・6] 

  本日の発表内容ですが、ひとつめに現在の犬

猫の飼育状況、２つ目が、きょうのテーマであ

る意識調査アンケート、特に60歳以上の方がど

うお考えなのかを紹介させていただきます。３

つ目に、私たちができること、課題、これから

の取り組みという順番でお話をさせていただ

きます。[スライド7] 

  現在の犬猫の飼育状況ですが、２つのデータ

を御紹介させてもらいます。１つは、私が担当、

仕事の一部でもあるペピイ、動物病院でペピイ
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というカタログをごらんになられた方もおら

れると思いますが、全国8,000ぐらいの動物病

院さんで、この本を配らせてもらったりするの

と、あとはインターネットでペット用品の通信

販売をしています。この資料と毎年実施されて

いる一般社団法人ペットフード協会の資料か

らデータを御紹介させていただきます。 

[スライド8] 

  まず、ペピイの顧客データです。過去１年間

の中で、ペピイの通信販売を利用した方のデー

タになります。犬の飼い主さん、猫の飼い主さ

ん、犬と猫両方飼っておられる飼い主さんの年

代別の構成比になります。見ていただくとわか

るように、40代、50代という方が一番のコアに

なっています。猫の飼い主さんのほうが年代で

は少し若いような状況になっています。 

[スライド9] 

  これは犬の飼い主さんの方、40歳代、50歳代、

60歳代の飼っているわんちゃんの年齢の構成

比を出してみました。ご覧になってわかるよう

に、飼い主の年齢が高くなるにつれ、飼ってる

犬の年齢も高くなるという状況になっていま

す。60歳代の飼い主さんにつきましては、９歳

以上のわんちゃんの比率が半分以上、53％とい

うことで、やはり高齢の方が高齢の犬を飼って

いるということが、明確に出ています。 

[スライド10] 

  次に、ペットフード協会の資料ですが、こち

らを見てみますと、飼育率という言い方をして

いますが、世帯ごとにどれぐらいの方が飼って

おられるかという資料です。これも50歳代、60

歳代が、犬も猫も一番多いという状況になって

います。[スライド11] 

  次に、犬と猫の平均寿命です。犬と猫の平均

寿命というのは、なかなか正確に算出すること

が難しいと考えられていますが、おおよそ犬も

猫も、15歳というのが平均的な寿命と捉えられ

ています。[スライド12] 

  右の写真は、毎年大阪で行われている大阪の

動物愛護フェスティバルというイベントの中

の１つで、長寿動物表彰をやっています。毎年

600組近い、飼い主さんとわんちゃんと猫ちゃ

んが、この会場に集まり、こういったスライド

で紹介しています。」お名前は消していますが、

これは21歳のわんちゃんです。 

  これまで、犬や猫って、どれぐらい生きるの

ですか？と聞かれたときには、10歳から15歳く

らい生きますよと、答えていたのですが、これ

から、最近は15歳から20歳生きます。猫につい

ては20歳以上生きるのも珍しくないですよと、

そういう返事をしています。 

  こういった状況から、やはり高齢、40代、50

代、60代の方が、今、日本の中では非常に飼育

率が高い、ということが言えると思いますし、

また、年齢が上になるほど、高齢のわんちゃん、

猫ちゃん、特に犬については高齢の犬を飼って

おられるケースが多いことがよくわかると思

います。 

  次に、飼い主さんの意識調査アンケートを紹

介させていただきます。これも一般の犬と猫の

飼い主さんを対象に、インターネットを利用し

て調査したアンケートです。このアンケートの

特徴的な点は、これも先ほど紹介しました、ペ

ピイの利用顧客を対象にしたアンケートです。

[スライド13] 

  どういうことかといいますと、動物病院さん

に比較的よく通院されている、メディカルケア

であったり、自分の犬や猫に対する健康管理に

対して、比較的強い意識をお持ちの方というの

が、このアンケートにお答えいただいた方にな

りますので、その点は考慮に入れたほうが良い

かと思います。 

  このアンケートでは、約4,000人、3,987人の

方に回答をいただきました。女性が、そのうち

3,435名で男性が552名、トータルで3,987名で

すが、その中で60歳以上の方が453名。453名の
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内訳は女性が304名、男性が149名となっていま

す。[スライド14] 

  １つ目、ペットとの暮らしで、あなたにとっ

てよい面はどんなところですかという質問で

す。[スライド15] 

このブルーのほうは3,987人全員の方の集計

になります。癒やされる・毎日が楽しく過ごせ

る・家庭や夫婦間が和やかになる・気持ちが落

ちつく・心が通じ合うように思える、こういっ

たことが上位の回答になっています。[スライド16] 

  これに対して、60歳以上の方だけを集計しま

すと、上位の回答は変わらないのですが、下の

自分自身の健康に役立つと答えた方が、これは

60歳以上の方だけが極端に高くなっています。 

[スライド17] 

  次に、自分自身の健康に役立つと答えられた

方だけに聞いてみました。[スライド18] 

当てはまるものは何ですかという質問です

が、これも上位では、ペットといると毎日が楽

しく過ごせる・気持ちが安らぐ・よく歩くよう

になった・笑う時間がふえた・健康でいようと

いう気持ちがより強くなったという順番で回

答が出ています。[スライド19] 

これも、全体ではこうなりますが、60歳以上

になりますと、よく歩くようになったというの

が１番になります。これをソートしますと、60

歳以上の方は、よう歩くようになった・ペット

といると毎日が楽しく過ごせるという、この２

つが一番高い回答になります。[スライド20] 

  その次に、先ほどお話ししたように、このア

ンケートは、皆さん、犬猫を飼っておられる方

ですので、今いるペットが亡くなったら、あな

たは新しくペットを迎えようと思いますかと

いう質問をしてみました。[スライド21] 

その答えです。わからない、これは本当に正

直なところだと思います。亡くなった後に考え

るという方が半数ぐらいおられますが、やはり、

その中で、ずっとペットと暮らしたいという方

が４分の１ほどいらっしゃいまして、飼いたい

が実際には飼うことはできないと思うという

方が20％強、これが全体の割合になります。 

[スライド22] 

  これに対して、60歳以上になると、これも極

端な数字として出てきます。飼いたいけれども、

実際には飼うことはできないと思うというの

が半数近く占める結果になります。その理由を

聞いてみました。[スライド23] 

飼いたいが実際には飼うことができないと

思う、また、もう二度と飼うことはないと思う

という、その理由は？という質問に対して、自

分の年齢、最後まで世話ができそうにないとい

うのが、もうこれが圧倒的に理由として多くな

ります。その中でも、特に60歳以上の方では、

ほぼ100％の方が、今は元気だけれども、将来、

先ほどの平均寿命で言う10年から15年、または

20年という長い期間に、自分が病気になったり

死んでしまったりということが危惧されるこ

とで、ペットに対する責任が負えないんじゃな

いかということが、飼えないと思う原因になっ

ているというのが、これでよくわかるかと思い

ます。[スライド24・25] 

  何らかの理由、健康面や経済面、住宅事情で

ペットが飼えなくなった、飼育できなくなった

ときはどうしますかということも聞いてみま

した。[スライド26] 

家族や親戚に相談する・親しい友人に相談す

る・かかりつけの動物病院に相談するという順

番で回答が出ています。これも60歳以上の方に

なると、そう大きくは変わらないですが、この

データを、友人の介護関係の方に見ていただく

と、やはり60歳ではまだ大丈夫でも、70歳を過

ぎると、友人が減ってくるというのが顕著に出

てくるそうです。ですから、この「親しい友人

に相談」するという数字が減るのは、そういう

ことも関係しているのではと助言をもらった

ことがあります。[スライド27] 
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  この中で気になるのは、保健所や動物愛護セ

ンターなど行政の機関に相談するという回答

が、一番下から２つ目になるんですが、かなり

低い数字になっています。なかなか、こういっ

た問題では相談する相手としての認知という

のが、行政の機関は、まだまだ低いということ

が出てきている数字になっています。 

  内閣府では高齢者の日常生活に関する意識

調査を５年ごとに実施しています。これはホー

ムページをご覧になられたらよくわかります

が、ちょうど昨年、直近の調査結果が今、出て

いましたので、それと同じ質問をペットの飼育

者の方にも聞いてみました。どんな差が出るの

か、また差が出ないのかを知りたいと思い、同

じ質問で回答していただきました。[スライド28] 

  内閣府の調査は、60歳以上の男女3,893名を

対象にしているデータですが、あなたは現在、

御自身の日常生活全般について満足していま

すかに対して、ブルーのほうは内閣府の調査結

果です。満足している・まあ満足しているで、

約７割弱の方がこういった結果になっていま

す。これに対して、こちらはペットの飼い主さ

んの数字です。満足しているというのが非常に

高くなっています。92％、93％という形で、こ

れぐらいになっています。もちろん、これは短

絡的に「ペットを飼っているから、満足度が高

い」ということには必ずしもなりませんが、非

常に、興味深い数字じゃないかなと思います。

[スライド29] 

  これも同様に、内閣府の調査と同じ質問で聞

いてみました。あなたが普段の生活で楽しいと

感じていることは何ですか？[スライド30] 

内閣府の調査では、テレビ・ラジオが圧倒的

に高い結果になっています。テレビ・ラジオ・

新聞・雑誌・親しい友人との交流、こういった

順番になっていますが、これをペットの飼育者

に聞くと、犬や猫などのペットと遊ぶ、過ごす

ことが１番になります。これは87.4％というこ

とで、圧倒的に高い数字になりまして、先ほど

の内閣府の数字とは少し違ってきている状況

になります。[スライド31・32] 

  次に、あなたは将来の自分の日常生活全般に

ついて、どのようなことに不安を感じますかと

いう質問も聞いています。[スライド33] 

これだけペットを飼ってる方への質問には

違う問をひとつだけ入れました。「ペットの将

来（病気や死別）」という項目だけ追加して入

れましたが、一般の内閣府の調査では、自分や

配偶者の健康・病気、または自分や配偶者が寝

たきりや体が不自由になり介護が必要な状態

になるというのが圧倒的に高いんですが、これ

をペットを飼っている方に聞くと、やはり３番

目にペットの将来ということが心配だという

回答が得られました。子供の将来とか生活のた

めの収入よりも、ペットの将来が心配だという

方が多いというのが、これが本当に家族として

近い存在であるというのが、よく現れているの

ではないかと思います。[スライド34] 

  以上がアンケートの紹介ですが、ペットと暮

らすことが、健康に役立つことも含めて、いろ

いろさまざまなプラスの効果があるというの

が、このアンケートでわかるかと思います。ペ

ットといることが一番楽しいと答えられてい

ることこそが、それをあらわしています。ただ

し、新しくペットを迎えますかという質問に対

しては、自分の年齢がゆえに諦めているという

回答が多いことが顕著にこのアンケートから

もわかるかと思います。 

  こういった結果を踏まえて、私たちができること、

課題、これからの取り組みですが、これは先ほどお

示しいただいた地域包括の中ですが、懸上先生か

らもお示しいただいた、この地域包括の中に、どう

いう形で動物にかかわる人が入っていくかを考え

てみました。[スライド35・36] 

  これも、いつもご覧いただいている表だと思

います。高齢者人口3,400万人という、すごく
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多い人数になっていると思います。今さらです

が、この3,400万人を高齢者という言葉で一く

くりで話すのは、ちょっと違うのでは…という

ことに、ことし１年いろいろ調べたところ、そ

う感じました。[スライド37] 

  その理由として、高齢者の生活背景は多様で

あるということがまず１つ。本当に、今すぐ介

護や支援の手を差し伸べないといけない方も

中にはおられますし、逆に、元気で健康で経済

的にもそんなに不自由はしてないという方も

中にはおられます。家族と同居の方、さっきも

出ましたけど、ひとり暮らしの方がふえている

という話がございましたけれども、家族と同居

であっても、なかなか家族と折り合いがうまく

いっていなくて、家族間でも支援が得られそう

にないという方もおられますし、それは、いろ

んなケースがあるかと思います。こういったこ

とを考えると、このとおりです。高齢者の生活

背景は多様であり、必要とされる支援、望むサ

ービスは単一ではありません。そのために、そ

れがゆえに多職種の連携が必要になります。[ス

ライド38] 

  介護のことについて触れますと、アセスメン

トという言葉が、よく介護の現場でも使われま

す。どういうことかと言いますと、今言った、

高齢者の生活背景です。家族構成は？、経済的

な面は？、あなたの健康状態は？これらを事細

かく、その方の情報を集めたカルテをケアマネ

の方が最初につくられるとお聞きしました。そ

れによって、どういう支援、どういうサービス

が必要なのかを、的確な支援ができるようにす

るために、そういったアセスメントをされると

聞きました。 

  ケアマネさんは、よく社会資源という言葉を

使われます。ケアマネさんが社会資源というの

は、先ほど紹介しました、多職種の連携という

ことです。地域の中で、介護だけではなくて、

例えば、散髪屋さんであったり、お弁当屋さん

であったり、大工さん、工務店さんであったり

とか、いろんな職種の方とのネットワークを今

一番必要としているという話を複数の方から

お聞きしています。社会資源ということをよく

おっしゃられますが、そういったことを取り入

れて、総合的に支援することが、これから必要

になってくるというのが１つあります。 

  これも介護用語になりますが、フォーマルサ

ービスとインフォーマルサービスという言葉

があります。フォーマルサービスというのは、

先ほど御説明いただいたような医療保険制度

や介護保険制度の中での法律や制度に基づい

て行われる公的なサービスのことを指します。

訪問介護であったりとか、デイサービスやデイ

ケアも含まれますが、そういったことがフォー

マルサービスと言われています。これに対して、

インフォーマルサービスというのは、ＮＰＯ法

人やボランティアグループ、地域の住民の方と

か、いろんな職種の方が協働して提供するとい

うのが、このインフォーマルサービスでありま

す。動物病院、動物関連事業者などが介入する

のも、このインフォーマルサービスと考えられ

ると思います。ただし、これを明確に分ける必

要はなく、どちらがいい、どちらが悪いという

ことでもなくて、この両者、それぞれバランス

よく、よい面を提供するということが、これか

ら大事になるかなと思っています。[スライド39] 

  これも介護の関係の方とのお話の中で、こう

いう状況ですとお聞きしたのですが、今後、増

加する高齢者に対して、絶対的に介護に携わる

人手が不足しているというのが現状の課題で

す。幸いに、私の父、母は80代ですが、まだま

だ元気ですから介護の必要は今のところはな

いのですが、介護は介護業者、プロに任せまし

ょうというのが、これまでよく聞いてきたこと

でしたが、残念ながら、これが今、変わってい

るようです。 

  どういうことかといいますと、同居の家族が
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おられる場合は、家族の責任や役割がどんどん

これから増えてくるということが、今言われて

います。 

  やはり、弱者、ひとり暮らしや、経済的に豊

かでない方に対しての、こういったフォーマル

サービスが手いっぱいになって、家族のいる御

高齢の方は、家族がちゃんと面倒みてください

ということに、今からは間違いなくなりますよ

ということが、今言われています。ですので、

そういったことも含めて、このインフォーマル

サービスの部分の拡充拡大が一番重要になっ

ています。 

  もう一つ、今、求められていることに、早い

段階で対処や支援ができるよう、日常から、高

齢の方とかかわりを持ってくださいというこ

とが強く言われています。元気な時から、かか

わりを持ってくださいと。困ったことが起きて

から、ＳＯＳが出てから対処するのではなくて、

困ったことが起きる前の準備と環境を整備し

ておくことが、これからの私たちの仕事として

大事なことです。どうしようもなくなってから

相談されても、その選択肢は限られてしまいま

すので、できるだけ早い段階で相談していただ

く、そのＳＯＳをキャッチする、ということに

なります。[スライド40] 

  そう考えますと、今、ペット、犬や猫を飼育

されている方との日常からのよい関係づくり

をどうすれば良いかということになりますが、

答えは明確で、それは地域の動物病院さんしか

ないんです。先ほど、アセスメントということ

で、その方の背景についてしっかり調べるとい

うお話をしましたが、少なくとも、かかりつけ

の動物病院、ホームドクターをお持ちの高齢の

飼い主さんにとっては、そのほとんどのアセス

メントの情報は動物病院がお持ちです。これを

生かさない手は、僕はないと思っていまして、

ぜひ、役割の拡大と書いてますけど、特に、何

か新しいことをするのではなくて、今ある動物

病院の業務の中で、高齢の方への違うサービス、

先ほどアンケートにも出てましたように、自分

の健康や配偶者の健康の次に、ペットの将来が

心配だということが明確に出ていますので、こ

れはぜひ、動物医療関係者の方、獣医師、動物

看護師の方の役割として、取り入れていただけ

たらと思っています。[スライド41] 

  もう一つ、先ほど3,400万人ということで、

高齢の方の生活背景はさまざまだというお話

をしましたが、やはり、介護が必要な方、支援

が必要な方も当然おられるんですが、そうでは

ない、健康で家族とか住宅、お金の面もそう心

配ない方も、まだまだたくさんおられます。そ

ういった方がペットを飼いたいといったとき

に、どうするかということです。これは、会場

にもお越しになられている、東京の柴内先生の

病院での取り組みですが、「70歳からパピイと

ともに」ということを提案されています。70歳

になっても、子犬を飼ってみませんかという提

案をされています。もちろん、今言いましたよ

うに、住環境とか飼育経験とか本人の健康状態、

経済面、こういった条件をクリアすることがそ

の条件になりますが、そういったことで病院か

ら新しい子犬を提供する。もし、何かありまし

たら、また病院にお越しください、ちゃんとフ

ォローしますという約束事の中で、高齢の方に、

新しくペットを提供するという取り組みをさ

れています。[スライド42] 

  ですから、高齢者の支援というと、すぐ介護

であるとか、そちらのほうに行きがちなんです

けど、元気なお年寄りの方に、また子犬や猫を

提供するということは、僕はすばらしいことじ

ゃないかと思ってまして、これも動物病院の役

割の１つとして、ぜひ取り入れていただけたら

と思っております。 

  もう一つは、動物愛護推進制度がありますが、

これは埼玉に、私どもの協会の会員の方ですが、

ケアマネの資格をお持ちで、介護の仕事をされ
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ながら、彩の国（埼玉県）の動物愛護推進員の

資格をお持ちで、動物のことも一緒に活動され

ている方がおられます。。その方と最近よくい

ろいろ情報交換をしますが、その方が、今、動

物愛護推進員を対象に、高齢者の飼育支援に関

する勉強会を開催する準備をされています。そ

れに、私どもの協会もかかわろう、かかわらせ

てもらうということで準備を進めています。 

[スライド43] 

  どういうことかといいますと、介護の現状を、

高齢者の有する問題、課題について、ペット飼

育にかかわる問題の事例などを推進員の方に

提供して、あなたにもできることありますよと

いうことで、今、こういったお話をされていま

す。できることの情報を伝えるということで、

これも介護に、もし会場のほうでかかわってお

られる方がおられたらよく御存じかと思いま

すが、困ったことがあったら知らせてください

ねという言い方は、だめだそうです。そういっ

た言い方はだめで、逆に、私はこういったこと

ができます。私らのグループはこういったこと

ができますという具体的な方法を、先ほどの支

援センターであったり、ケアマネの方に情報と

して伝えることが大事だと言われました。 

[スライド44] 

  結果はどうなるかわかりませんが、これを今、

埼玉県の推進員、500名ぐらいおられますが、

埼玉県は熱心に推進員の委嘱をされています

ので、その方たちに向けて、こういった呼びか

けをする予定にしています。 

  散歩の代行であったり、もっと誰でもできる、

ペットを介しての話し相手になってもらって

もいいですよということもやられています。あ

と、動物病院の送り迎え、車の運転ならできま

すので、土曜日の午後と日曜日の午後でしたら

行けますとか、そういったことを、皆さん、手

を挙げてくれませんかということを呼びかけ

ておられます。 

  こういったことをしながら、元気なうちから

環境をつくるということが、やはり私ども協会

としても注力していきたいと思っています。先

ほどの介護施設でペットと触れ合うことも、そ

れはそれで非常に大事なことですが、その手前

のところ、元気な方が、いつまでも動物と暮ら

せる、不安は多少あっても、その不安を解消す

るような支援をするということに、私どもの協

会としては、そこの部分でお手伝いできること

をやっていきたいと思っています。 

高齢者の現状や介護の実情、見守り、早い段

階でのＳＯＳのキャッチということがありま

すが、現状は介護関係の方、また行政の方は、

ペットのことはほとんど知識を持っておられ

ません。介護事業所など複数のところへお伺い

しお話をお聞きしましたが、なかなかそういう

ことは御存知ではありません。それに対して、

動物関係の方も高齢者の方のことを「知らない」

ということがあります。そこの間を埋めて近づ

ける作業ということを、協会としては進めてい

きたいと考えています。もし、こういったこと

で一緒に情報交換していこうという方がおら

れましたら、お声がけいただけたら、大変あり

がたいと思います。 

  以上で発表を終わらせていただきます。あり

がとうございました。[スライド45] 

 

○冨永 西澤先生、いつも詳細な分析とすばらし

い御提案をありがとうございます。 

  麻布大学の菊水先生が、先日､「Nature」に発表

された論文で、犬と見詰め合うと、幸せホルモンの

オキシトシンの分泌が促進されるという論文を出し

てられましたけれども、先ほど、ペットを飼っている

高齢者の方の生活の満足度がほかの方に比べて

高いというのは、そういった、私たちが生き物として

もっている、そもそもの性質といったものにも関係

するのかなと聞いていて思いました。本当にありが

とうございました。  
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